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市、県民税 申
告
期
限
は
３
月
2
0日
ま
で

期
限
内
に
申
告
を

提
出
せ
ぬ
と
諸
控
除
が
フ
イ

昭
和
3
7年
度
個

人
市
県
民
税
申
告

書
の
提
出
時
期
が

近
づ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
特
に
地

方
税
法
の
一
部
改

正
が
行
わ
れ
、
申

告
書
が
複
雑
に
な

り
ま
し
た
の
で
市
税
務
課
で
は
次

の
日
程
に
よ
り
「
申
告
の
し
か
た

」
の
説
明
会
や
、
皆
さ
ん
の
部
落

に
職
は
を
派
遣
し
て
申
告
の
相
談

に
応
じ
た
り
、
申
告
書
の
と
り
ま

と
め
を
行
い
ま
す
か
ら
納
税
義
務

者
は
洩
れ
な
く
申
告
書
を
提
出
さ

れ
ま
す
よ
う
御
協
力
下
さ
い
。

も
し
、
申
告
書
を
捉
出
さ
れ
な
い

と
、
各
種
の
控
除
が
認
め
ら
れ
ず

納
税
義
務
者
に
と
っ
て
甚
だ
不
利

と
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
申
告
し
て

下
さ
い
。

追
っ
て
指
短
日
に
申
告
出
来
な

い
方
は
、
市
税
務
課
職
員
不
在
に

よ
り
３
月
1
7日
よ
り
３
月
2
0日
ま

で
の
間
に
市
税
務
課
へ
御
足
労
下

さ
い
。

な
お
、
申
告
書
を
提
出
し
な
く

て
よ
い
人
は
次
の
人
た
ち
で
す
。

①
昭
和
3
6年
中
の
所
得
が
５
万

円
以
下
の
人

②
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
、
給

与
以
外
の
所
得
が
な
い
人
で

且
給
与
の
支
払
者
が
給
与
支

払
報
告
書
を
２
月
末
日
ま
で

に
提
出
し
て
い
る
場
合
で
医

療
費
控
除
、
雑
損
控
除
を
受

け
る
必
要
の
な
い
人

県
民
税
が

改
正
さ
れ
ま
す

県
民
税
、市
民
税
の
申
告
は

三
月
二
十
日
ま
で
に

△
今
年
か
ら
県
民
税
が
改
正
さ

れ
、
税
率
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
所
得
税
と
県
民
税
を

合
せ
た
税
負
担
を
減
税
し
た
う
え

で
、
所
得
税
の
一
部
を
さ
い
て
県

民
税
に
移
そ
う
と
い
う
も
の
で
す

県
民
税
の
税
率

課
税
さ
れ
る
所
得
が
一
五
〇

万
円
ま
で
の
金
額
　
　
二
％

課
税
さ
れ
る
所
得
が
一
五
〇

万
円
を
こ
え
る
金
額
　
四
％

△
こ
の
た
め
、
県
民
税
だ
け
を
み

る
と
高
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
実
所
得
税
と
県

民
税
を
一
肪
に
し
た
税
金
は
む
し

ろ
今
ま
で
よ
り
は
安
く
な
り
ま
す

△
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
事
業

専
従
者
控
除
、
雑
損
控
除
、
医
療

費
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
扶
養
控
除
は
、

う
け
よ
う
と
す
る
控
除
を
申
告
書

に
書
い
て
三
月
二
十
日
ま
で
に
市

役
所
へ
出
さ
な
い
と
、
こ
れ
ら
の

控
除
が
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

△
申
告
書
は
県
民
税
と
市
民
税
を

合
せ
て
一
枚
の
申
告
書
に
書
い
て

出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

△
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
な
い
人
や
市
の
条
例
で
申
告

書
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
と
決
め

ら
れ
て
い
る
人
を
除
い
て
は
、
ど

な
た
も
三
月
二
十
日
ま
で
に
正
し

い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
税
申
告
説
明
会
日
程
表

月
日

二
月
二
十

日

二
月
二
十
一
日

二
月
二
十
二
日

二
月
二
十
三
日

二
月
二
十
四
日

二
月
二
十
五
日

二
月
二
十
七
日

時
　
間

白
午
前
一
〇
時

至
　
　
一
二
時

自
午
後
二
時

至
午
後

四
時

自
午
前
一
〇
時

至
　
　

三
時

自
午
後
一
蒔

至
午
後

四
時

自
午
前
Ξ
時

至
　
　

Σ
時

自
午
後

こ
時

至
午
後

四
時

白
午
前
石
時

至
　
　

二
時

自
午
後

二
時

至
午
後

四
時

自
午
前
Ξ
時

至
　
　

匸一
時

自
午
後

二
時

至
午
後

四
時

自
午
前
ご
時

至
　
　

こ一
時

白
午
後

二
時

至
午
後

四
時

白
午
前
Ξ
時

至
　
　

Σ
時

場
　
　
所

俵
山
小
学
校

温
泉
開

山
小
根
公
会
堂

大
寧
寺

向
陽
小
学
校

板
持
公
会
堂

上
ノ
原
公
会

堂法
連
寺

仏
言
寺

白
方
作
業
場

青
海
島
小
学

校仙
崎
小
学
校

向
岸
寺

参

集

部

落

小
原
、
木
津
、
郷
、

黒
川
、
大
羽
山

湯
町
、
上
政
、
上
安

田
、
下
安
田
、
七
重

大
峠
、
貞
木
、

渋
木

三
ノ
瀬
、
湯
本
、

門
前

河
原
、
殿
台
、
小
河

内
、
大
河
内

板
持
全
区

境
川
、
西
深
川
全
区

江
良
、藤
中
、中
山
縁

ヶ
丘
．
正
明
市
全
区

湊
全
区
、
鉄
道
区

白
方
全
区

青
海
、
大
泊
、

大
日
比

仙
崎
全
区

通
全
区

市
民
税
申
告
書
受
付
日
程
表

月
　

日

一
月
二
十
四
日

二
月
二
十
六
日

二
月
二
十
七
日

二
月
二
十
八
日

三
月
一
日

三
月
二
日

三
月
三
日

三
月
四
日三

月

五
日

三
月
六
日

三
月
七
日

三
月
八
日

三
月
九
日

三
月
一
〇
日

三
月
二
日

三
月
一
二
日

三
月
一
三
日

三
月
一
四
日

三
月
一
五
日

三
月
一
六
日

Ξ
、呂
時
丿
一
六日
時

九

、
言

－

一

六
、
回

九

、
呂

一

一
六
、
呂

九

、
一一
乙

ｌ

一
六
、
呂

九

、
百

一

一
六

、
呂

九

、
言

一

一
六

、
呂

九

、
呂

１

一
六

、
呂

九

、
呂

一

一
六

、
呂

九

、
呂

一

一
六

、
呂

九
、
呂

１

一
六

、
呂

九

、
呂

一

一
六

、
呂

九

、
呂

こ

六

、
回

九
、
言

１

こ
（

、
こ
〔

九
、
言

下

一

六
、
网

九
、
言

－

一

六
、
〔
〕〔

九

、
呂

一

一

六
、〔
〕（
一

九
、
呂

一

一
六
、
网

九
、
呂

１

一

六
、
Ｒ

九
、
呂

一

一
六

、（
）〔

九
、
呂

一

一
六

、
只

九
、
呂

一

一

六
、
只 場

　
　
所

藤
田
区
長
宅

真
木
公
会
堂

山
小
根
公
会
堂

俵
山
川
の
湯

俵
山
支
所

俵
山
川
の
湯

俵
山
支
所

木
津
集
会
所

湯
本
温
泉
事
務
所

湯
本
温
泉
事
務
所

上
川
西
公
会
堂

板
持
公
会
堂

向
陽
小
学
校

上
ノ
原
公
会
堂

白
方
作
業
場

通
支
所

中
央
公
民
館
小
講
堂

中
央
公
民
館
小
講
堂

清
福
寺

西
本
区
長
宅

青
海
島
小
学
校

仙
崎
支
所

仙
崎
支
所

対
象
部
落
名

大
　
　
峠

真
　
　
木

渋
木
全
区
、山
小
根

坂
水

上
政
、上
安
田
、下
安
田
七
重

大
羽
山

湯
　
　
町

郷
、
黒
川

小
原
、
木
津

湯
本
、
三
ノ
瀬

門
前

上
川
西
、下
川
西

板
持
全
区

殿
台
小
河
内
大
河
内
河
原

上
ノ
原
後
ヶ
迫
開
作
境
川

白
方
全
区

通
一
区
ー
六
区

七
区
ー
十
一
区

十
二
区
ー
十
六
区

田
屋
、湊
一
、
二

三
、
東
、
鉄
道

湊
中
央
、正
明
市
全
区

江
良
、
藤
中
、
中
山
、
緑
ヶ
丘

上
郷
、
下
郷

青
海

大
日
比

大
　
泊

祇
園
、南
、
栄
、
本
、北
本

洲
崎
、
今
浦
、鍛
治
屋
、中
新

新
、
幸
、
旭
、
錦
、
鳥
越
、新
屋

敷
、新
開
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成
人
式
を
迎
え
て

前
号
で
は
山
田
弥
寿
夫
さ
ん
（
通
）
、
石
村
豊
子

さ
ん
（
仙
崎
）
の
二
人
の
方
に
大
人
と
な
っ
た
自

覚
、
抱
負
な
ど
を
述
べ
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
今

回
は
次
の
二
人
の
方
に
ご
登
場
願
い
ま
し
た
。

若
い
力
の
忍
耐
と
努
力
で

新
し
い
道
を
切
り
開
く

俵
山
木
津

末
岡
靖
昭

成
人
式
を
迎
え
一
人
前
の
国
民

と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
は

か
り
し
れ
な
い
感
激
と
共
に
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
・

。
皆
様
方
の
温
い
お
導
に
よ
り
今

日
に
到
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
い
た
し
こ
こ
に
厚
く
ぉ
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
次
の
言
葉
を

信
条
と
し
て
い
ま
す
。

「
生
ま
れ
甲
斐
あ
る
生
活
と
は

ま
ず
、
目
的
あ
る
生
活
で
あ
る
人

格
の
一
大
特
色
は
目
的
を
立
て
て

一
切
の
行
動
を
こ
れ
に
統
一
し
、

も
っ
て
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
で

あ
る
」
　（
嘉
納
治
五
郎
訓
）

自
分
く

が
描
い
て
い
る
理
想

に
一
歩
く

着
実
に
近
づ
く
進
歩

が
あ
っ
て
こ
そ
国
家
社
会
の
発
展

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

社
会
人
の
中
で
一
番
未
熟
な
私

達
で
は
あ
り
ま
す
が
若
い
力
の
忍

耐
と
努
力
に
よ
っ
て
直
面
す
る
い

ろ
い
ろ
の
課
題
と
取
り
組
み
話
し

合
い
。
信
じ
合
っ
て
新
し
い
道
を

切
り
問
い
て
行
く
决
憲
で
む
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

明
る
い
社
会
づ
く
り
の

中

核
者

と

な

る

正
明
市

田
中
淑
枝

去
る
一
月
十
五
日
は
、
私
か
郷

土
長
門
市
に
生
を
う
け
て
か
ら
二

十
年
間
、
両
親
を
始
め
一
方
な
ら

ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
心
か

ら
の
祝
福
を
受
け
て
成
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出

来
て
こ
の
上
な
い
感
激
を
覚
え
る

と
共
に
、
そ
の
責
任
の
乖
大
さ
を

し
み
じ
み
と
け
識
し
だ
誠
に
六
義

深
い
日
で
あ
り
ま
よ
。

戦
後
十
数
年
を
経
て
戦
後
の
混

乱
か
ら
脱
し
て
漸
く
社
会
の
安
定

を
見
て
来
た
と
は
云
え
、
最
近
の

各
種
報
道
か
ら
私
達
の
目
に
映
る

も
の
は
、
口
に
は
平
和
を
絶
叫
し

な
が
ら
も
私
達
国
民
大
衆
の
迷
惑

を
無
視
し
た
行
き
過
ぎ
と
思
え
る

よ
う
な
各
種
の
争
い
を
始
め
、
政

（
以
下
三
面
）

古
い
食
糧
通
帳

は
使
え
ま
せ
ん

転
出
人
の
川
出
は
新
通
帳
で

毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
食
糧
通

帳
を
書
き
か
え
で
い
ま
し
た
が
今

年
度
は
県
の
都
合
に
よ
り
、
二
月

に
川
き
か
え
を
し
ま
し
た
。

新
し
い
通
帳
を
受
取
リ
て
お
ら
れ

な
い
方
は
御
米
屋
さ
ん
に
贖
口
て

あ
り
ま
す
か
ら
転
出
、
人
、
出
生

死
亡
の
手
続
を
す
る
時
は
新
し
い

通
帳
で
し
て
下
さ
い
。

昭和36年度分農業所得等算出基 準表
水　　 稲

等 級　 基 準 反 収 所 得 金 額

1　　28 以 上　　22, 989

2　　26- 28　　21, 854

3　　　24- 26　　20, 889

4　　　22- 24　　19, 706

5　　　20 ―22　　19, 001

6　,  18- 20　　17, 866

7　　　16- 18　　16, 120

8　　　14- 16　　 ・14, 133

9　　　12- 14　　11, 942

10　　10- 12　　10, 431

亅1　　10 以 下　　7, 768

種　　別　　　所得金額
田うら　　　　　反当5, 498
普通畑　　　　　〃13, 994
年間やさい( 田屋) 〃$5, 000

” その他　　　〃55, 000
田うらやさい　　〃33, 000
煙草畑うら作〃普通衵の40％
飼科畑 田畑年間作付〃6, 000

々　　田うら作　　  3, 000

特殊川畑、家畜、家 きん ．副業

い ら ぢ く　 収 入 金 × 0, 73

Q み か ん　　 々　 ・0, 64

tこ ，`lの 乙　　 〃　 × 0, 72

す い か　　 反 当　18, 000

れ ん こ ん　　 〃　44, 000

な た ね　　　 々　4, 700

竹　 材　　 収 入 金 × 80

も む　　反 当 収 入金
; ; 0, 72 ―10, 500

か1; 　　　”
X0, 72 －8, 000

なし　　 〃
( 廿t l t紀)  *0. 64- 22, 500

ぶ ど う　 々
> 0, 76- 12, 600

し い だけ 自 山 収 入 金・*0, 70
買 山　4･　　× 0. 45

産 牛馬　　　　 収 入金xO, 85- 10, 500

乳 牛（搾 乳 ）　　　　　　　 仔 牛　収 入 金
収 入金*0, 61 ―35, 000　　　　　　 × 0, 77 ―10, 500

山 羊（ 々）　　　 １頭 当 り6, 000
め ん凖（ 原 毛 ）１頭 当 り1, 100　 産 めんざr牝 １ 頭 当 り2, 000

（ 委 託 加 工 ） 〃　1, 100　　 々　　 牡　 〃　1, 000

養 鶏 （300 以 下 ）成 鷄1羽 当 り240　 （500 －1000 ）
( 300- 500) 〃　　230　　　 成 鶏1羽 当 り220

養 豚 （ 成 豚 ）1頭 当 り5, 000  ( 仔 豚 ）1頭 当 り3, 000

わ ら工 品 （ な わ ）収 入 金× 0, 50 （ こ も）収 入 金 × 0, 47
（ むし ろ） 〃　× 0, 60  ( か ま す ）4･X0, 65

俵　代　 （ 俵）　140　 （ か ま す ）　82 ・

標準外特別経費
( 控除)

牛馬 費
１頭　18, 700

2 頭　18, 700 十
( 18, 700 × 90%)

層 人 費

標 準 経 費 超 過 額
（ 領 収 証 を 確 認 の こ と ）

く らし た 料

表 作2, 000
反 当　 う ら 作　1, 000

' 畑　　　1, 000

大 農 具

減 価 償 却 費 十 比 例 経費

予約　　石当り1, 100
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移動公民館
ニッ クネーム

や
ま
び
こ

号
と
き
ま
る

応
募
総
数
二
二
九
人

中
央
公
民

館
に
二
月
末

日
に
お
川
見

得
す
る
移
動
公
民
館
車
の
、
名
前

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
二
二
九
名

約
一
一
〇
種
類
の
名
前
が
集
り
ま

し
た
。

一
次
選
衡
で
二
三
種
類
に
し
ぽ

り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
二
次
選
衡
で

次
の
五
種
類
に
し
ぽ
り
ま
し
た
。

や
ま
び
こ

な
が
と

さ
ち
か
ぜ

さ
ざ
な
み

わ
か
ば

以
上
五
種
類
の
中
か
ら
野
村
長

門
市
長
ら
の
選
衡
委
員
に
よ
っ
て

「
や
ま
び
こ
」
と
次
定
し
ま
し
た

「
や
ま
び
こ
」
を
お
寄
せ
に
な
っ

た
次
の
九
名
の
方
に
記
念
品
が
長

門
市
長
か
ら
か
く
ら
れ
た
。

河
原
　
　
　

藤
野
陽
子

・
　
開
作
　
　
　
中
村
富
子

・
　
湊
一
区
　
　
中
野
宜
男

上
郷
　
　
　
大
谷
洋
子

・
　
門
前
　
　
　
北
瀬
睦
江

・
　

俵
山
大
石
　
中
原
敏
子

湊
三
区
　
　
岡
本
　
洋

・
　
新
屋
敷
町
　
大
西
千
鶴
子

板
持
四
区
　
津
森
　
泰

（
・
印
の
人
は
市
内
一
周
初
試
乗

者
）

3
6年
分
所
得
税

確
定
申
告
と
納
税

申
告
と
納
税

２
月
1
6日
か
ら
３
月
1
5日
ま
で

申
告
が
お
く
れ
る
と

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
や

障
害
者
な
ど
の
税
額
控
除
が
う

け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
無
申
告
加
算
税
を
余
分
に

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
は
長
門
税
務
署

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
画
税
）

四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
二
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
二
月
二
十
八
日
ま
で

個
人
事
業
税
は

申
告
し
な
い
と
損
を
し
ま
す

今
年
度
か
ら
は
事
業
所
得
の
あ

る
方
は
全
員
個
人
事
業
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
期
限
は
三
月
二
〇
日
で
あ

り
ま
す
が
、
期
隕
に
お
く
れ
る
と

今
年
か
ら
新
ら
た
に
設
け
ら
れ
た

い
ろ
い
ろ
な
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
県
税
事
務
所
で
は
二
月

末
日
ま
で
の
申
告
を
希
ん
で
い
ま

す
。申

告
書
は
一
月
下
旬
に
み
な
さ

ん
の
お
手
も
と
に
と
ど
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
も
し
未
到
着
の

方
は
市
役
所
税
務
課
で
受
取
っ
て

下
さ
い
。

傷
い
軍
人
の
方
に

昭
和
二
八
年
法
律
第
一
五
五
号

に
よ
る
第
七
項
症
か
ら
第
四
款
症

で
傷
い
賜
金
（
一
時
金
）
受
け
た

方
は
今
回
年
金
制
度
に
切
替
る
よ

う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
該
当

さ
れ
る
方
は
至
急
、
各
地
区
の
班

長
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

保
育
所
入
所
申
請

書
を
交
付
し
ま
す

昭
和
三
七
年
度
市
内
保
育
所
の

入
所
申
請
書
を
次
の
と
お
り
交
付

し
ま
す
。

交
付
場
所
　
福
祉
事
事
務
所

仙
崎
支
所
　
通
支
所

交
付
開
始
日
　
二
月
二
〇
日
以
後

な
お
、
申
請
書
の
提
出
や
面
接

に
つ
い
て
は
申
請
書
に
く
わ
し
く

書
い
て
あ
り
ま
す
。

二
面
よ
り
続
き

治
汚
職
や
人
命
軽
視
の
余
り
に
暗

い
記
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
生
々
し
い
現
実
の
社

会
を
直
視
し
ま
す
時
、
成
人
に
な

っ
て
じ
み
じ
み
と
何
と
も
云
え
ぬ

緊
張
感
を
も
っ
て
迫
っ
て
来
る
責

任
感
の
一
つ
は
何
と
い
っ
て
も
、

よ
り
明
る
い
、
よ
り
楽
し
い
社
会

建
設
の
中
核
者
と
し
て
立
派
な
成

人
と
な
る
こ
と
で
す
。’

こ
の
明
る
く
平
和
な
郷
土
造
り

、
国
造
り
は
新
し
く
成
人
に
な
っ

た
私
達
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
し

た
確
信
を
持
っ
て
正
し
い
政
治
の

在
り
方
を
願
い
尊
い
選
挙
権
を
行

使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
度
成
人
の
式
を
終
る

と
共
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
直
接
選
挙
に
参
加
出

来
ま
す
か
わ
り
に
今
日
ま
で
の
様

に
無
感
心
な
生
活
態
度
で
は
居
れ

ま
せ
ん
。
た
え
ず
マ
ス
コ
ミ
に
注

意
し
、
深
い
思
慮
と
正
し
い
判
断

に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
を
益
々
豊

に
培
い
付
和
雷
動
を
戒
め
来
る
選

挙
に
消
き
一
票
を
投
じ
た
い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

建
物
売
却
公
告

一
、
物
件
の
所
在
　

長
門
市
東
深
川
一
三
三
九
の
二

二
、
売
却
建
物
及
数
量

イ
　
旧
庁
舎
木
造
二
階
建
フ
レ
ン
チ
瓦
葺
　
一
棟
六
四
坪

口
　
旧
庁
舎
木
造
一
階
建
フ
レ
ン
チ
瓦
葺
一
棟
三
〇
、
五
坪

（
　
旧
議
事
堂
木
造
平
屋
黒
瓦
葺
　
一
棟
七
九
、
七
五
坪

二
　
旧
福
祉
事
務
所
木
造
二
階
建
黒
瓦
葺
　
一
棟
四
〇
坪

ホ
　
倉
庫
木
造
二
階
建
黒
瓦
ぶ
き
　
一
棟
二
四
坪

三
、
入
札
方
法

通
信
入
札
と
す
る
（
書
留
郵
便
に
て
入
札
書
在
中
と
明
記
の

こ
と
）

四
、
入
札
期
限
及
入
札
書
提
出
先

昭
和
三
十
七
年
二
月
末
日
迄
に
財
政
課
管
財
係
宛
送
付
の
事

五
、
入
札
保
証
金

入
札
保
証
金
は
入
札
額
の
五
分
相
当
額
を
納
入
の
こ
と

六
、
建
物
の
撤
去
と
代
金
の
支
払
方
法

売
買
契
約
締
結
後
十
五
日
以
内
に
、
撤
去
の
こ
と
代
金
は
契

約
日
に
支
払
う
こ
と

建
物
売
却
公
告

○
湯
本
消
防
車
庫

一
、
物
件
の
所
在
と
名
称

深
川
湯
本
一
二
五
九
の
六
木
造
瓦
葺
平
屋
建
　
一
棟
四
五
、

三
平
方
メ
ー
ト
ル

ニ
、
入
札
の
方
法

通
信
入
札
と
す
る

三
、
入
札
期
限
及
び
入
札
書
提
出
先

昭
和
三
七
年
二
月
二
五
日
ま
で
に
総
務
課
庶
務
係
に
提
出
の

四
、
建
物
撤
去
と
代
金
の
支
払
方
法

売
買
契
約
後
二
〇
日
以
内
に
撤
去
し
代
金
は
売
買
契
約
日
に

支
払
う
こ
と
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い
よ
い
よ
は
じ
ま
つ
た

国
体
相
撲
会
場
建
設
工
事

来
年
秋
に
山
口
県
で
開
か
れ
る

一
八
回
国
民
体
育
大
会
は
県
下
の

開
催
市
町
村
こ
そ
れ
ぞ
れ
準
備
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
　
長
門

市
で
も
市
宮
相
撲
会
場
（
赤
崎
山

）
の
整
地
工
事
が
、
さ
る
十
六
日

か
ら
自
衛
隊
の
手
で
は
じ
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
相
撲
会
場
整
地
工
事
が
四

月
七
日
に
終
る
予
定
で
引
続
き
四

月
九
日
か
ら
俵
山
湯
の
峠
（
湯
町

）
の
自
動
車
駐
車
場
の
整
地
も
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

小
児
ま
ひ

ワ
ク
チ
ソ

（
経
口
生
ポ
リ
オ
）の

投
与
に
つ
い
て

昭
和
三
七
年
三
月
一
日
現
在
で

生
後
三
ヵ
月
以
上
一
三
歳
未
満
（

小
学
校
六
年
ま
で
）
の
者
で
、
生

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
希
望

す
る
者
（
但
し
、
小
児
ま
ひ
予
防

注
射
を
三
回
接
種
し
、
昨
年
夏
期

の
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
う
け
た

者
は
除
く
）
に
対
し
て
二
月
二
六

日
か
ら
三
月
一
〇
日
ま
で
の
期
間

に
一
斉
投
与
を
行
い
ま
す
。

日
時
、
場
所
等
が
央
定
し
た
ら

各
区
長
を
通
し
て
回
覧
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ホ
ホ
ジ
ロ
、
ヒ
バ
リ
、

メ
ジ
ロ
な
ど
の
飼
養
鳥

獣
は
許
可
を
う
け
て
か

ら
捕
獲
ま
た
は
飼
養
し

よ
う

（
捕
獲
手
続
）

マ
ヒ
ツ
、
ウ
ソ
、
ホ
ホ
ジ
ロ
、

ヒ
バ
リ
、
メ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス

を
か
す
み
網
を
使
用
す
る
以
外

の
方
法
で
捕
獲
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
申
請
書
を
市
長
経
由
で

県
知
事
あ
て
に
提
出
す
る

（
鳥
獣
の
飼
養
手
統
）

前
項
の
手
続
き
に
よ
り
捕
獲
し

た
鳥
獣
を
飼
養
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
申
請
杵
を
市
長
経
由
で

林
業
事
務
所
に
提
出
す
る
。

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
経
済

課
に
お
心
ノ
列
卜
さ
い

自
作
農
維
持
創
設
資

金
借
受
中
込
の
受
付

長
門
市
農
業
委
員
会
で
は
、
昭

和
三
十
七
年
度
一
、
四
半
期

い
借

受
申
込
を
左
記
の
と
お
り
受
付
け

ま
す
。
尚
申
込
み
用
紙
は
各
区
長

宅
に
あ
り
ま
す
。

一
、
受
付
期
問

自
昭
和
三
十
七
年
二
月
二
日

至
昭
和
三
十
七
年
二
月
二
八
日

一
、
借
受
資
格

長
門
市
内
に
居
住
す
る
中
よ
う

規
模
以
上
の
農
家
で
農
林
水
産

業
以
外
の
収
人
が
農
業
収
入
の

過
半
を
占
め
な
い
こ
と
。

一
、
貸
付
限
度
及
び
条
件

殷
高
二
十
万
円
、
年
利
率
五
分

二
〇
ヶ
年
元
利
均
等
年
賦
償
還

保
証
人
　
二
名
（
最
終
償
還
時

に
於
て
七
十
歳
を
超
え
な
い
も

の
。

米
飯
提
供
業
者
の

定
期
登
録
更
新
は

二
月
末
迄
に
市
役
所
で

す
で
に
登
録
を
う
け
て
い
る
者

も
、
新
し
く
登
録
を
う
け
よ
う
と

す
る
者
も
米
飯
提
供
業
者
登
録
申

請
書
を
二
月
末
日
ま
で
に
市
役
所

市
民
課
に
捉
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
ど
は
市
役

所
市
民
課
市
民
係
に
お
に
ず
ね
下

ぎ
い
。

建
物
売
却
公
告

仙
崎
市
営
第
一
棧
橋
上
屋

ぺ

物
件
の
所
在
と
名
称

仙
崎
祗
園
町
　
市
営
第
一
棧
橋
南
側
及
北
側
の
上
屋
七
二
、

六
坪
木
造
ス
レ
ー
ト
ぶ
き
平
屋
建

二
、
入
札
方
法

通
信
人
札
と
す
る

三
、
入
札
期
限
及
び
入
札
書
提
出
先

昭
和
三
十
七
年
三
月
五
日
ま
で
に
財
政
課
管
財
係
ま
で
郵
送

の
こ
と
（
書
留
郵
便
に
て
入
札
書
在
中
と
明
記
の
こ
と
）

四
、
建
物
の
撤
去
と
代
金
の
支
払
方
法

売
買
契
約
後
二
十
五
日
間
以
内
に
撤
去
し
代
金
は
契
約
日
に

支
払
う
こ
と

五
、
入
札
保
証
金
は
入
札
額
の
五
分
を
納
入
の
こ
と
。

面　 積　　 １ ５ １ ，９平 方 キ ロ

人　 口　　 ３ 1, 700 人 ／

うち 男　　　15, 343 人女　　　16, 357 人
世　帯　数　　6, 719世帯

３ ７年 １ 月 １ 日 現 在

( 住 民 登 録 人 口)
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